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	(4) 予測の方法
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	(5) 予測条件
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	(6) 予測結果
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	3. 供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送）
	(1) 予測の内容
	予測内容は、資材・製品・人等の運搬・輸送に伴う二酸化炭素及びその他の温室効果ガス（メタン、一酸化二窒素）の排出量とした。
	(2) 予測地域
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	(4) 予測の方法
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